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島根県安来市下坂田町に発生したブドウの病害について

石岡 栄※1横木国臣※※⑧山本昌木※※※

　　　Sakae　IsHI0KA　Kunlom1Y0K0GI　and　Masak1YAMAM0T0

0n　a　D1sease　of　Grapes　found　at　Yasug1C1ty，Sh1mane　Prefecture

は　じ　め　に

　島根県安来市下坂田町のブドウ栽培地に昭和28年ころ

から原因不明の病気が発生し，昭和31年に60a，昭和

33年には3ha，昭和34年には全栽培面積すなわち5ha

に達し，50％以上の減収例が続出，栽培上大問題となつ

た。筆者らは本病について二，三の観察を行なったので

ここに予報としたい。

　　　　　　　　病　　　　　徴

1．枝梢　古い病患部は蔓割病に似た縦の亀裂を生じ，

5月下旬～6月上旬新梢の基部から発生し，暗褐色～淡

褐色を呈し，凹みを生じ，健病境界は淡緑～淡緑褐色浸

潤状である。病斑が梢を取りまくと，これより先端は枯

死する。病状進展すると，病患部はくびれ，表面に黒粉

状の胞子堆が見られる。降雨後病原体を標徴として認め

ることがある．二年生の枝に褐変を認めることもある

が，新梢に比べやや軽微である。一般に鉄線などですれ

た外傷から発病することが多い。

2．葉　はじめ黄褐色の小斑を作り，のち拡大して径

／．0～1．5cm，周縁が暗褐色の円形の病斑となる二周囲

は輪紋を示す。古くなると，中央部に小黒点（胞子堆）

を生じ，接する病斑が融合して不定形の大病斑となるこ

とがある．7月はじめころから発病を認めることがある

が，8月中旬ころが最も多く，罹病葉は枯死落下する．

葉柄および巻ヒゲも発病し，病斑は凹み長楕円形，暗褐

色を呈する。

3．果実　晩腐病に類似するが，同病のように鮭肉色の

粘質物が認められず，黒色粒状の胞子堆が形成されるの

が特徴である．葉と同様7月はじめから発生するが，果

実の熟度が進むにつれ急激に増加する。暗褐色～黒褐色

の病斑がひろがると輪紋があらわれるが，健全部より凹

んでいる。果梗に発生すると暗褐色となり，これより先

端の果実は萎凋し，のち乾固する．

　※　島根県衛生研究所

※※　島根県麗事試験場

※※※　島根農科犬学植物病学研究室
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第／図　Pθ3肋10伽菌によるブドウの病害。

　　　葉A，茎B，果実C上の病斑

　　　　　症原菌の症原性と生理的性質

　葉，茎および果実の病斑部より昇禾アノレコールにより

表面殺菌したものから容易に病原菌を分離することがで

きた。検鏡の結果，Pθ物10肋菌であることが判明し，

本菌分生胞子の大きさは24．5～24．7×6．8～6．9μ，繊

毛の長さは11．2～11．4μであった．
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第2図 甲州葉上のPθ∫”0伽菌分生子堆
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第3図　Pθ吻10肋菌の分生胞子

Pθ3〃0肋菌のブドウに対する病原性

第2表 ブドウ葉上水滴のPω肋1o肋菌分生胞子

発芽に及ぼす影響

晶　　種　　名

甲

デ　ラ　ウ　ェ

第／表

州

ア

発　　芽　　率（％）
10時間　　15時間　　30時間

75　　　　89　　　　98

46　　　　58　　　　75

3日目　4日目5日目　6日目　／0日目

有 葉
■

十 十 十 冊

甲 茎 一 ± 十 十 十

傷 果実 一 一 十 十 十

無 葉 ’ ± 十 十 十

1州
茎 ‘ 1

± ± 十

傷 果実 一 一 ． 一 ±

デ

ラ

ウ

ア

ネ
オ

マ
ス

カ
ツ

ト

標

率

有

傷

無

傷

有

傷

無

傷

有

・傷

無

傷

葉

茎

果実

葉

茎

果実

葉

茎

果実

葉

茎

果実

葉

茎

果実

葉

茎

果実

±　　　　±　　　　十

一　　　　　　十　　　　　十

　ジヤガイモ寒天培地上に26◎Cで2週間培養したPθ3・

”0肋菌分生胞子懸濁液（胞子濃度600x／視野33個

平均）を葉，茎，果実に噴霧接種した。甲州，デラウエ

ァ，ネオマスカットの第6葉までの新梢を用い，有傷区

として葉，果実にメスまたは針で孔をあけ，茎（梢）に

は掻傷を与えた。接種材料は3日以上カラス室内で湿室

状態に置き（室温20～32◎C），以後ガラス室内に放置し

た。

　実験結果は第／表に示すとおり，甲州では4目目から

病斑があらわれ争／0目目には病斑上に胞子形成が認めら

れたが，デラウェアではほとんど発病しなかった。これ

らの病斑からpθ3肋10肋菌を再分離することができた．
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Pω肋10肋菌菌糸の発育と温度との関係

12345678910　　　　　　　pH
※十～…は発病程度を示す

　±は発病しなかっ、たと思われるもの

　一は発病しなかったものを示す
第5図 Pθ3〃0肋菌菌糸の発育と水素イオン濃度

との関係
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　　　　　　　　摘　　　　　要

　島根県安来市下坂田町では，昭和34年ころから新病害

がブドウ全栽培園に広がり，栽培家に大問題となった、

　本病は枝梢においては蔓割病類似ρラ果実においては

晩腐病に酷似しているが，分離試験の結果，肋8肋20肋

菌による病害であることがわかった、これは，鉄線によ

る傷などから発病することが多い包

　本菌菌糸の発育最適温度は26◎C穿最適水素イオン濃

度はPH5．2である、従来使用されて来たボルドー液や

モンゼット剤の散布は争供試菌の実験範囲内では本病防

除には卓効があるとはいえない曲

　ブドウ晶種により罹病程度がいちじるしく異なり，甲

州は罹病しやすいが簑デラウェァやネオマスカツトはメ

ほとんど発病しない、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s理醜醐雛y

　S1nce／957，a鵬w砒sease　of　grapes　apPeared　at　Yasug1c1tyユn　Sh1mane　prefecture，and一工t

has　become　a㎜enace　to此e　cu1twators　of　grapes　around　there

　The　sy㎜pto皿of　this砒sease　rese㎜b1es　to　that　of　d－ead－ar㎜of　g醐pe　v1ne　and／or　that　of

地e醐蝉rot。　ア嚇αZoれαfungu．s　wa．s豆so1a．ted虹o皿the砒seased．Parts　　The　m．yce11a1grow曲

of此工s　fung鵬was　good就26oC　and．PH52　The　pathogen1c並y　of　thユs地ngu．s　was　pr0Yed
on比e　yarユety　Koshu　but　a1㎜ost　nega杭ve　resu1ts　we肥　giv釦to　the　var1et1es　De1aware　a－nd

NeolM鵬cat　Th1s　dユsease　seems　to　occ岨on　a　wounded　parts　of　grape　trees．

　Sprays　of　Bord．eaux㎜虹施re　and　Monzet　were　not　so　effectwe　to　曲1s　disease　w廿h1n　曲e

hlm並ofexper量1mentS


